









	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 様式３	 
論 	 文 	 内 	 容 	 の 	 要 	 旨 	 





















PFA-Insulated	 Silver	 Wire,	 A-M	 Systems）を顎舌骨筋内に留置し記録した。神経活動は先端径を0.2-0.3mmに調節し
たグラスピペット（外径1.5mm×内径1.12mm、インターメディカル）をサクションエレクトロード（Suction	 Electrode、
A-M	 Systems）に固定し、剖出した横隔神経束末梢端を吸引することによって記録した。記録したシグナルはいずれ
も、アンプリファイヤ （ーDAM50、World4	 Precision	 Instruments）にて1万倍に増幅しADコンバータ （ーPower	 lab	 4/30、
AD	 instruments）を通し、Labchart7（AD	 instuments）を用いてコンピュータ解析を行った。	 
・嚥下の誘発	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 本研究は、Working heart-brainstem preparation標本を用いることにより嚥下活動に対
するセロトニンの中枢作用ついて検討したものである。その結果、セロトニンは上喉頭神
経への電気刺激によって誘発された嚥下活動に対してその発現閾値を上昇させ、さらに嚥
下時の顎舌骨筋筋活動に対して潜時を延長させ、筋活動振幅を減弱する作用を持つことが
明らかとなった。これらの作用は、延髄背側の弧束核およびその周辺における 5-HT1A受
容体を介した作用であることが示唆された。本研究成果は、学術上の意義があるのみならず
神経科学の分野に貴重な情報を提供する内容であり、極めて価値のあるものである。以上、
審査の結果、本論文の著者は博士(歯学)の学位を授与される十分な資格があるものと認め
られる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
